
3. 研究内容

過酷炉⼼放射線環境における
線量測定装置の開発

1. 課題⽬標〜電源レス・⾼放射線耐性・広範囲測定の線量計開発〜

2. 研究実施体制・事業計画

１F内部の線量測定用の新たな線量計として、

太陽電池型線量計を考案した。

本課題における研究開発項⽬
１，太陽電池素⼦を⽤いたセンサー開発
２，線量計の要素技術の開発
３，線量計の試作機の作製

多様な放射線照射環境による、
１F環境中のほとんどすべての、
放射線の模擬照射が可能である。

太陽電池型線量計の開発耐性

2020年度を⽬標に、１F環境中で求められる、
太陽電池型線量計の仕様を設計する。

１，センサー素⼦の開発

・放射線線照射試験

・センサー挙動解析

・太陽電池素⼦の作製

放射線照射時の電気的特性を
その場測定できる体系を構築

放射線誘起電流挙動 放射線劣化挙動

３つの太陽電池に着目し、

サブストーレート構造で作製

放射線誘起電流の挙動、

放射線環境中での劣化挙動を解析

２，線量計の要素技術の開発
・ケーブルノイズの低減技術開発

放射線照射時にケーブルの

電離作用によるノイズの低減回路を設計

・少スペース感度増幅構造の開発

ダイナミックレンジを自在に調整できる
省スペースなモジュール構造を設計

・試作機の作製

・センサ挙動予測シミュレーション

センサー挙動予測シミュレーション
による１F環境中の挙動を解析

３，線量計の試作機の作製

100Gy/hの60Coγ線照射中

検出器

シールド構造により、
高いS/N比を実現した。

・線量計システムの開発

・中性⼦ノイズの評価

本課題における放射線照射環境

太陽電池素子を利用した、

線量計の試作機を作製

システムから得られた電流信号から、

線量率を解析するソフトを開発

照射試験の体系 測定系の概要 設計中のソフト線量計インターフェイス

RANSのγ線、中性⼦環境 中性⼦環境での電流挙動

１Fで想定されている中性子環境が

ガンマ線線量測定に及ぼす影響を解明

本課題における事業計画


